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I S S A  :  I n t e r n a t i o n a l  S h i n t o  S t u d i e s  A s s o c i a t i o n

第
20
回
国
際
神
道
セ
ミ
ナ
ー『
海
と
神
道
』開
催

─
平
成
30
年
度
社
員
総
会
同
時
開
催
─

平
成
30
年
３
月
16
日
、
東
京
都
千
代
田
区
の
学
士
会
館
に
お
い
て
第
20
回
の
節
目
を
迎
え
た
国
際
神
道
セ

ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
た
。『
海
と
神
道
』を
テ
ー
マ
と
し
、
宮
城
学
院
女
子
大
学
よ
り
大お
お

内う
ち

典ふ
み

教
授
を
基
調

講
演
者
と
し
て
招
き
、
こ
れ
ま
で
見
落
と
さ
れ
が
ち
で
あ
っ
た
神
道
と
海
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
探
求
を

深
め
た
。
セ
ミ
ナ
ー
に
先
立
ち
、
神
道
国
際
学
会
平
成
30
年
度
社
員
総
会
が
出
席
者
２
７
４
名
（
委
任
状

出
席
を
含
む
）に
よ
っ
て
開
催
さ
れ
、
前
年
度
の
事
業
・
決
算
報
告
お
よ
び
次
年
度
の
事
業
計
画
・
予
算
が

提
議
・
採
決
さ
れ
た
。

社
員
総
会
に
て
各
議
案
を
決
議

神
道
国
際
学
会
平
成
30
年
度
社
員

総
会
は
三
宅
善
信
理
事
長
の
開
会
宣

言
に
よ
っ
て
開
始
さ
れ
た
。
定
足
数

の
説
明
、
出
席
役
員
の
紹
介
に
続
き
、

議
長
の
選
出
が
提
議
さ
れ
、
塩
谷
崇

之
理
事
が
議
長
と
し
て
選
出
さ
れ
た
。

塩
谷
議
長
の
進
行
の
も
と
、
第
１
号

議
案
と
し
て
平
成
29
年
度
の
事
業
・

決
算
報
告
お
よ
び
監
査
報
告
が
三
宅

理
事
長
よ
り
な
さ
れ
、
全
会
一
致
を

も
っ
て
承
認
さ
れ
た
。
こ
の
事
業
報

告
で
は
、
前
年
度
に
開
催
し
た
セ
ミ

ナ
ー
『
日
本
人
の
死
後
の
世
界
（
異

界
）
観
』
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
『
教
派

神
道
の
謎
と
魅
力
』、
欧
州
宗
教
学

会
パ
ネ
ル
出
展
、
ま
た
京
都
で
の
第

４
回
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
な
ど
の
活

動
に
つ
い
て
、
各
イ
ベ
ン
ト
の
意
義

や
経
費
に
踏
み
込
ん
だ
説
明
が
さ
れ

た
。さ

ら
に
、
第
２
号
議
案
に
お
い
て
、

次
年
度
も
セ
ミ
ナ
ー
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
ま
た
出
版
物
の
発
行
を
中
心
に
本

会
の
活
動
を
広
げ
て
い
く
こ
と
が
、

そ
の
予
算
と
と
も
に
提
案
さ
れ
、
全

会
一
致
を
も
っ
て
承
認
さ
れ
た
。
本

会
で
は
毎
年
３
月
上
旬
に
社
員
総
会

を
開
催
し
、
そ
の
決
議
を
受
け
て
管

轄
庁
で
あ
る
都
庁
へ
必
要
事
項
を
報

告
し
て
い
る
。

『
海
と
神
道
』を
音
曲
や

エ
ビ
ス
信
仰
か
ら
考
え
る

社
員
総
会
に
続
き
、
国
際
神
道
セ

ミ
ナ
ー
『
海
と
神
道
』
が
開
催
さ
れ

た
。
今
回
は
第
20
回
と
な
る
記
念
の

セ
ミ
ナ
ー
で
あ
る
。
は
じ
め
に
、
マ

イ
ケ
ル
・
パ
イ
会
長
（
マ
ー
ル
ブ
ル

ク
大
学
名
誉
教
授
）
が
、
海
を
基
点

に
神
道
や
日
本
文
化
を
考
え
る
こ
と

の
意
義
を
強
調
し
て
開
会
の
挨
拶
を

述
べ
た
。

神
道
は
山
や
稲
作
と
関
連
付
け
ら

れ
て
語
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
島

国
で
あ
る
日
本
に
お
け
る
神
道
と
海

の
関
係
は
ど
の
よ
う
な
の
か
、
ま
た

そ
の
関
係
が
語
ら
れ
る
こ
と
が
少
な

い
の
は
な
ぜ
な
の
か
、
大
内
典
教
授

（
宮
城
学
院
女
子
大
学
）
の
基
調
講

演
を
も
と
に
本
会
の
三
宅
善
信
理
事

長
（
金
光
教
泉
尾
教
会
総
長
）、フ
ァ

ビ
オ･

ラ
ン
ベ
ッ
リ
理
事（
カ
ル
フ
ォ

ル
ニ
ア
大
学
サ
ン
タ
バ
ー
バ
ラ
校
教

授
）、マ
ー
ク･

テ
ー
ウ
ェ
ン
理
事（
オ

ス
ロ
大
学
教
授
）
が
議
論
を
展
開
し

た
。宗

教
儀
礼
に
お
け
る
声
や
音
の
機

能
を
研
究
す
る
大
内
教
授
は
、
島
根

県
松
江
市
の
美
保
神
社
に
鳴
り
物

（
楽
器
）
が
多
数
奉
納
さ
れ
て
き
た

こ
と
に
注
目
す
る
。「（
美
保
神
社
の

主
祭
神
で
あ
る
）
エ
ビ
ス
が
鳴
り
物

を
好
む
の
で
、
こ
こ
（
美
保
神
社
）

へ
鳴
り
物
を
奉
納
す
る
と
願
い
が
叶

う
」
と
い
う
信
仰
が
い
か
に
し
て
形

成
さ
れ
て
き
た
の
か
、
海
の
神
で
あ

多くの関心を惹きつけた「海と神道」

活発な討論が展開された会場

開会挨拶をするパイ会長基調講演者の大内教授
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こ
れ
ら
の
指
摘

に
対
し
て
、
大
内

教
授
は
ど
ち
ら

も
「
海
か
ら
遠
ざ

か
っ
て
い
く
」
と

い
う
共
通
の
視
点

が
あ
り
、
そ
れ
は

征
服
者
と
被
征
服

者
の
関
係
─
─
内

陸
系
の
朝
廷
と
先

住
の
海
の
民
族
と

の
関
わ
り
─
─
の

中
に
あ
る
支
配
と

い
う
観
点
で
考
え

ら
れ
る
こ
と
を
説

明
し
た
。

三
宅
理
事
長
は

ま
と
め
と
し
て
、

海
と
日
本
人
の
信

仰
と
の
関
わ
り
に

つ
い
て
、
古
代
か

ら
現
代
ま
で
に
失

わ
れ
て
し
ま
っ
た
も
の
、
現
代
で
も

脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
い
る
も
の
に

つ
い
て
コ
メ
ン
ト
を
述
べ
た
。

本
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
昨
年
の
イ
ベ

ン
ト
ア
ン
ケ
ー
ト
で
要
望
の
多
か
っ

た
質
疑
応
答
時
間
の
拡
大
を
実
現
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
会
場
の
参
加
者

か
ら
は
講
師
・
パ
ネ
リ
ス
ト
へ
多
く

の
質
問
が
投
げ
か
け
ら
れ
、
各
々
の

興
味
や
関
心
を
ぶ
つ
け
る
活
気
に
あ

ふ
れ
る
セ
ミ
ナ
ー
と
な
っ
た
。

最
後
に
、芳
村
正
徳
常
任
理
事（
神

習
教
教
主
）
が
閉
会
の
挨
拶
に
立
ち
、

本
セ
ミ
ナ
ー
は
神
道
の
現
場
に
身
を

置
く
者
に
と
っ
て
も
、
新
し
く
学
ぶ

こ
と
の
で
き
る
機
会
で
あ
っ
た
こ
と
、

ま
た
来
場
者
各
位
が
高
い
関
心
を

も
っ
て
参
加
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て

セ
ミ
ナ
ー
自
体
の
意
義
が
高
ま
っ
た

こ
と
を
述
べ
、
主
催
者
と
し
て
の
感

謝
を
示
し
て
締
め
く
く
っ
た
。

る
エ
ビ
ス
に
人
々
が
見
出
し
て
き
た

様
々
な
側
面
と
音
曲
は
い
か
に
結
び

つ
い
て
い
る
の
か
、
そ
し
て
、
こ
の

よ
う
な
信
仰
が
持
つ
意
味
と
は
。
大

内
教
授
は
こ
れ
ら
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ

い
て
、「
龍
神
」
と
「
エ
ビ
ス
信
仰
」

と
「
鳴
り
物
」
の
三
つ
を
キ
ー
ワ
ー

ド
と
し
て
講
演
し
た
。

大
内
教
授
は
、
現
地
へ
足
を
運
ぶ

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
際
に
自
ら
撮

影
し
た
数
多
く
の
画
像
や
聴
衆
の
理

解
を
助
け
る
図
表
を
示
し
な
が
ら
、

軽
妙
な
語
り
口
で
講
演
を
進
め
、
聴

衆
は
そ
の
講
演
内
容
の
奥
深
さ
に
引

き
込
ま
れ
、
ま
た
随
所
に
散
り
ば
め

ら
れ
た
ジ
ョ
ー
ク
に
会
場
全
体
が
笑

い
の
渦
に
引
き
込
ま
れ
る
こ
と
も

度
々
で
あ
っ
た
。

日
本
人
の
信
仰
に
見
る

垂
直
的
考
え
方
と
水
平
的
考
え
方

基
調
講
演
に
続
き
、
三
宅
理
事
長

を
モ
デ
レ
ー
タ
と
し
て
、
大
内
教
授
、

ラ
ン
ベ
ッ
リ
理
事
、
テ
ー
ウ
ェ
ン
理

事
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
が
行
わ
れ
た
。

海
に
近
い
土
地
に
生
ま
れ
育
っ
た

ラ
ン
ベ
ッ
リ
理
事
は
、
日
本
で
は
海

岸
部
の
開
発
に
よ
っ
て
人
々
が
海
か

ら
遠
ざ
か
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
歴

史
を
振
り
返
り
な
が
ら
指
摘
し
た
。

そ
の
上
で
、
垂
直
的
世
界
観
を
持
つ

山
岳
信
仰
と
比
較
し
て
、
沖
へ
向

か
っ
て
い
く
水
平
的
世
界
観
の
海
洋

信
仰
に
つ
い
て
述
べ
た
。
こ
れ
を
受

け
て
、
モ
デ
レ
ー
タ
で
あ
る
三
宅
理

事
長
は
、
九
州
や
伊
豆
地
域
の
明
神

大
社
を
例
に
、
離
島
に
鎮
座
す
る
神

の
古
さ
と
多
さ
を
指
摘
し
た
。

海
と
大
嘗
祭

続
い
て
、
神
職
の
資
格
を
有
す
る

テ
ー
ウ
ェ
ン
理
事
は
、
そ
の
修
行
・

大いに盛り上がりを見せたパネルディスカッション

多くの聴講者から質問が投げかけられた

セミナーテーマ提案者で
もあるランベッリ理事

独自の視点からコメント
を述べるテーウェン理事

モデレータを務める三宅
理事長

閉会挨拶で謝意を表す芳
村常任理事

研
究
の
経
験
の
中
か
ら
、
大
嘗
祭
と

海
と
の
関
連
に
つ
い
て
語
っ
た
。
古

代
に
お
け
る
大お
お

嘗に
え（

大
嘗
祭
の
原
型
）

で
は
、
天
皇
が
「
海
の
力
」
を
得
る

と
い
う
こ
と
が
重
要
で
あ
っ
た
点
を

指
摘
。
そ
の
後
、時
代
と
と
も
に「
海

の
力
」
で
は
な
く
水
や
稲
作
に
関
わ

る
能
力
へ
と
重
点
が
変
わ
っ
て
い
っ

た
こ
と
を
述
べ
た
。
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り
、「
こ
れ
を
秩
父
神
社
の
信
仰
軸

と
呼
ぶ
」
と
塩
谷
宮
司
。「
こ
う
し

て
亀
と
蛇
が
一
体
化
す
る
と『
玄
武
』

に
化
す
そ
う
で
、
こ
れ
に
よ
り
神
社

の
パ
ワ
ー
は
増
す
と
も
言
わ
れ
て
い

る
」
と
補
説
し
た
。

「
大
蛇
」
と
い
う
の
は
、
水
を
司
り

な
が
ら
秩
父
盆
地
の
農
耕
を
見
守
る

「
龍
神
」
で
あ
る
。
収
穫
も
終
わ
っ
た

初
冬
、
こ
の
水
の
神
霊
は
里
か
ら
山

へ
帰
っ
て
い
く
。
そ
れ
を
感
謝
を
込

め
て
見
送
る
の
が
「
秩
父
夜
祭
」
の

本
質
で
、
そ
こ
に
こ
そ
太
古
か
ら
の

素
朴
な
信
仰
観
念
が
籠
も
っ
て
い
る
。

じ
つ
は
、
武
甲
山
の
水
脈
は
、
伏

流
水
と
な
っ
て
盆
地
へ
と
下
り
、
今

宮
神
社
の
龍
神
池
に
噴
き
出
す
。
農

期
を
ひ
か
え
た
春
、
そ
の
水
霊
を
象

徴
す
る
水
幣
を
授
か
り
に
、
秩
父
神

社
の
神
主
や
白
丁
が
列
を
組
ん
で
、

今
宮
神
社
を
訪
れ
る
。
そ
し
て
、
授

与
さ
れ
た
水
幣
を
携
え
て
神
社
へ
戻

り
、
境
内
を
田
に
見
立
て
て
御
田
植

祭
を
斎
行
す
る
の
で
あ
る
。
水
幣
は
、

取
水
口
に
擬
し
た
鳥
居
の
所
に
飾
ら

れ
た
藁
縄
の
大
蛇
の
、
そ
の
鎌
首
に

突
き
立
て
ら
れ
る
。

こ
の
縄
蛇（
つ
ま
り
水
神
た
る
龍
）

は
、
そ
れ
か
ら
半
年
間
、
秩
父
神
社

に
し
ま
い
込
ま
れ
る
が
、
冬
の
「
夜

祭
」
に
再
び
そ
の
姿
を
現
す
。
神
幸

行
列
の
先
頭
を
行
く
大
榊
に
巻
き
付

け
ら
れ
て
「
お
旅
所
」
へ
と
運
ば
れ
、

斎
場
祭
に
よ
っ
て
山
へ
と
送
別
さ
れ

る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
循
環
と
複

相
を
見
せ
る
「
夜
祭
」
に
つ
い
て
塩

谷
宮
司
は
、「
山
神
と
里
神
が
出
逢

う
祭
り
、
水
神
に
感
謝
す
る
祭
り
、

そ
し
て
聖
な
る
山
の
神
に
対
す
る
祭

り
だ
」
と
端
的
に
ま
と
め
た
。

◆

続
い
て
一
行
は
、
い
よ
い
よ
秩
父

神
社
へ
。
到
着
後
、
さ
っ
そ
く
昇
殿

参
拝
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

崇
神
朝
に
、
八や

意ご
こ
ろ

思
お
も
い
の

兼か
ね
の

命
み
こ
と

の
子
孫
・
知
々
夫
彦
命
が
、
知
々
夫

国
の
国
造
に
任
命
さ
れ
て
当
地
に
下

り
、
そ
の
と
き
大
神
を
祀
っ
た
の
が

同
社
の
始
ま
り
と
い
う
。
思
兼
命
と

い
え
ば
、
天
岩
戸
に
隠
れ
た
天
照
大

神
を
外
に
出
す
た
め
の
「
妙
案
」
を

考
え
出
し
た
「
知
恵
の
神
様
」
で
あ

る
。
式
内
社
と
し
て
の
格
式
を
持
ち
、

本
・
拝
殿
の
四
囲
に
施
さ
れ
た
彫
刻

が
見
事
。

既
述
の
「
秩
父
夜
祭
」
に
お
け
る

豪
華
な
曳
山
お
よ
び
行
事
は
有
形
・

無
形
双
方
で
国
の
重
要
文
化
財
に
指

定
さ
れ
、
同
時
に
「
秩
父
祭
の
屋
台

行
事
と
神
楽
」
と
し
て
ユ
ネ
ス
コ
の

無
形
文
化
遺
産
に
も
登
録
さ
れ
て
い

る
。
一
行
は
参
拝
後
、「
夜
祭
」
紹

介
ビ
デ
オ
を
鑑
賞
し
た
。
神
楽
あ
り
、

華
麗
な
屋
台
・
鉾
あ
り
、
屋
台
で
の

歌
舞
伎
あ
り
、
そ
の
曳
き
回
し
の
威

勢
あ
り
、
さ
ら
に
は
「
お
旅
所
」
か

ら
仰
ぐ
冬
の
花
火
あ
り
…
…
と
、「
夜

祭
」
は
芸
能
の
粋
を
総
合
し
た
祭
礼

文
化
で
あ
る
こ
と
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

挨
拶
に
こ
ら
れ
た
薗
田
稔
宮
司
は

「
こ
れ
か
ら
の
地
方
再
生
は
、
既
存

の
政
策
で
は
駄
目
。
祭
も
含
め
た
文

化
的
視
点
か
ら
考
え
る
し
か
な
い
と

思
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
も
行
動
し
て
い

る
」
と
話
し
た
。◆

武
甲
山
の
水
が
湧
き
、
水
を
司
る

龍
神
を
祀
り
、
そ
の
水
幣
を
秩
父
神

社
に
授
与
す
る

─
。
秩
父
の
信
仰

様
相
に
お
い
て
、
重
大
な
役
割
を
背

負
う
今
宮
神
社
へ
移
動
し
た
一
行
は
、

龍
神
池
を
拝
し
、
神
が
宿
る
龍
神
木

（
樹
齢
千
年
の
大
ケ
ヤ
キ
）
を
見
上

げ
な
が
ら
、
塩
谷
宮
司
の
語
る
社
史

に
耳
を
傾
け
る
。

太
古
、
霊
泉
の
湧
く
当
地
に
伊
邪

那
岐
・
伊
邪
那
美
が
祀
ら
れ
、
や
が

て
役
行
者
が
龍
王
を
併
祀
。
天
文
年

間
に
は
須
佐
之
男
を
勧
請
し
て
今
宮

神
社
を
創
建
し
た
。
そ
の
間
、
観
音

信
仰
も
盛
ん
で
、
秩
父
観
音
霊
場
の

開
創
に
中
心
的
な
役
割
を
担
っ
た
。

京
都
・
聖
護
院
の
直
末
と
し
て
秩
父

修
験
の
拠
点
に
な
り
、
永
禄
年
間
に

は
、
境
内
に
諸
社
寺
を
擁
す
る
「
長

岳
山
今
宮
坊
」
が
成
立
す
る
。
し
か

し
明
治
の
神
仏
判
然
に
よ
り
、
今
宮

観
音
堂（
現
在
の
秩
父
札
所
十
四
番
・

今
宮
坊
）
な
ど
は
分
離
さ
れ
、
修
験

の
色
彩
も
一
時
は
消
さ
れ
た
。

１
０
０
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
離
れ
た
、

そ
の
観
音
札
所
・
今
宮
坊
も
詣
で
た
。

塩
谷
宮
司
は
、
江
戸
期
に
秩
父
観
音

「
出
開
帳
」
が
浅
草
寺
な
ど
で
催
さ

れ
た
件
に
も
触
れ
、「
荒
川
に
船
を

浮
か
べ
、
苦
労
し
て
江
戸
へ
観
音
様

を
運
ん
だ
わ
け
で
、
昔
の
人
に
と
っ

て
は
、
水
や
木
や
観
音
様
と
い
う
も

の
が
、
想
像
以
上
に
あ
り
が
た
か
っ

た
の
で
は
な
い
か
」
と
語
っ
た
。

◆

一
行
は
秩
父
ま
つ
り
会
館
、
札
所

二
十
八
番
・
橋
立
堂
な
ど
も
巡
り
、

最
後
に
有
恒
神
社
を
訪
れ
た
。
同
神

社
は
、
秩
父
セ
メ
ン
ト
の
関
連
企
業

が
管
掌
す
る
神
社
。
旧
・
工
場
敷
地

の
一
角
に
鎮
ま
り
、
天
照
大
神
な
ど

の
社
殿
の
ほ
か
、
招
魂
社
が
あ
る
。

本
会
の
マ
イ
ケ
ル
・
パ
イ
会
長

は
、
か
つ
て
こ
の
有
恒
神
社
を
調
査

し
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
。
武
甲
山

は
霊
峰
だ
が
、
石
灰
岩
か
ら
成
る
た

め
、
近
代
に
入
る
と
セ
メ
ン
ト
原
料

の
採
掘
が
進
み
、
姿
が
大
き
く
変
容

し
た
。
パ
イ
会
長
は
、
沈
黙
の
う
ち

に
鎮
ま
る
祠
を
眺
め
な
が
ら
、
静
か

に
呟
い
た
。「
し
か
し
今
も
、
山
は

残
っ
て
い
る
。
そ
し
て
工
場
は
閉
鎖

さ
れ
て
も
、
聖
な
る
神
社
は
、
こ
う

し
て
残
っ
て
い
る
」。

上
に
、
神
霊
の
宿
る
幣
束
が
立
て
ら

れ
る
。
こ
れ
は
「
妙
見
菩
薩
は
亀
の

背
に
乗
っ
て
出
現
す
る
」
と
の
仏
教

故
事
に
由
来
す
る
。

星
辰
を
神
格
化
し
た
妙
見
は
、
秩

父
平
氏
も
崇
敬
し
た
武
の
神
で
あ
る

と
同
時
に
女
神
で
あ
る
。
こ
の
た

め
「
夜
祭
は
女
神
と
秩
父
の
霊
峰
・

武
甲
山
に
棲
む
男
神
（
蛇
神
）
が
年

に
一
度
、
逢
い
引
き
を
楽
し
む
祭
り

だ
」
と
い
う
ロ
マ
ン

チ
ッ
ク
な
解
釈
も
生

ま
れ
た
。
武
甲
山
の

山
腹
に
は「
大
蛇
窪
」

と
い
う
聖
跡
が
あ
り
、

蛇
神
が
棲
む
と
い
う
。

案
内
役
の
塩
谷
宮
司

は
「
昔
、
そ
の
窪
地

は
水
を
た
た
え
、
そ

こ
で
宗
教
儀
式
も
行

な
わ
れ
た
よ
う
だ
」

と
話
し
た
。

「
秩
父
神
社
」
と

「
お
旅
所
（
亀
石
）」

と
「
大
蛇
窪
」
は
地

図
上
で
一
直
線
に
あ

一
行
は
ま
ず
「
お
旅
所
」
へ
立
ち

寄
っ
た
。「
秩
父
夜
祭
」（
12
月
２
～

６
日
）
で
、
３
日
深
夜
に
厳
か
な
斎

場
祭
の
執
行
さ
れ
る
聖
所
で
あ
る
。

神
幸
行
列
と
６
台
の
山
車
（
屋
台
・

笠
鉾
）
も
こ
こ
に
結
集
し
、「
夜
祭
」

は
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
を
迎
え
る
。

「
お
旅
所
」
の
一
角
に
、「
亀
の
子

石
」
と
い
う
石
像
の
鎮
ま
る
斎
場
が

あ
る
。
斎
場
祭
で
は
、
こ
の
亀
石
の

第
５
回
フィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
／
秩
父
神
社・

秩
父
今
宮
神
社・
有
恒
神
社
ほ
か
を
巡
る

神
仏・山
・
水
へ
の
信
仰
が
重
層
す
る
秩
父
路
へ

第
５
回
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
が
４
月
９
日
、
陽
春
の
秩
父
路
（
埼
玉
県
）を
舞
台
に
実
施
さ
れ
た
。
会
員
ら

15
名
が
参
加
し
、
悠
久
の
社
史
と
と
も
に
霊
験
も
あ
ら
た
か
な
秩
父
神
社
と
秩
父
今
宮
神
社
、
お
よ
び
両

社
に
ゆ
か
り
の
聖
地
を
歩
い
た
。
秩
父
今
宮
神
社
の
宮
司
で
弁
護
士
、
ま
た
本
会
の
理
事
で
も
あ
る
塩
谷

崇
之
師
が
、
一
行
の
案
内
役
を
買
っ
て
出
て
く
れ
た
。

秩父神社で

今宮神社・龍神木の前で塩谷宮司から
説明を聞く
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を
企
画
。
Ｅ
Ａ
Ｓ
Ｒ
で
は
２
度
目
と

な
る
「
神
道
セ
ッ
シ
ョ
ン
」
を
、
6

月
18
日
の
午
前
と
午
後
３
時
間
に
わ

た
っ
て
開
催
し
た
。

今
回
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
総
括
し

た
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
大
学
の
カ
テ
ィ

ジ
ャ
・
ト
ゥ
リ
プ
レ
ッ
ト
教
授
に
よ

れ
ば
、
排
他
性
（exclusiveness

）

を
強
調
す
る
一
神
教
文
化
に
お
い
て

は
、「
ひ
と
り
の
人
が
い
く
つ
も
の

宗
教
に
属
す
」
と
い
う
考
え
方
は
、

驚
き
以
外
の
何
物
で
も
な
い
。
と
こ

ろ
が
、
日
本
の
宗
教
文
化
に
お
い
て

は
、「
神
も
仏
も
信
仰
す
る
」
と
い

う
融
通
無
碍
な
る
習
慣
が
、
長
い
歴

史
を
通
し
て
、
ご
く
自
然
に
行
わ
れ

て
き
た
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
こ

の
日
本
の
神
仏
習
合
思
想
は
、
明
治

時
代
に
強
行
さ
れ
た
神
仏
分
離
政
策

に
よ
っ
て
変
容
を
余
儀
な
く
さ
れ
、

今
や
日
本
人
自
身
が
、
そ
の
伝
統
を

忘
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
だ
が
。
今

回
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
こ
の
ユ

ニ
ー
ク
な
日
本
の
神
仏
習
合
の
歴
史

的
実
態
を
、
ア
メ
リ
カ
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
、
日
本
か
ら
集
ま
っ
た
８
人
の
学

者
た
ち
が
、
様
々
な
事
例
を
紹
介
し

中
世
の
姿
を
今
に
と
ど
め
る
歴
史

あ
る
街
ベ
ル
ン
で
開
催
さ
れ
た
欧

州
宗
教
学
会
の
今
年
の
テ
ー
マ
は 

「M
ultiple Religious Identities

」。

そ
こ
で
神
道
国
際
学
会
で
は
、
マ

イ
ケ
ル
・
パ
イ
会
長
を
中
心
に
、

「M
ultiple Religious Identities 

in Japan

」
と
題
す
る
セ
ッ
シ
ョ
ン

な
が
ら
論
じ
合
う
こ
と
と
な
っ
た
。

最
初
に
、議
長
で
あ
る
マ
イ
ケ
ル
・

パ
イ
会
長
が
、
こ
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
の

趣
旨
を
説
明
。
昨
今
の
神
道
研
究
に

お
い
て
は
、
従
来
の
観
念
的
ア
プ

ロ
ー
チ
に
代
わ
り
、
歴
史
的
・
客
観

的
ア
プ
ロ
ー
チ
が
主
流
と
な
り
、
そ

の
豊
富
な
研
究
成
果
か
ら
、
日
本
人

の
歴
史
的
実
態
に
よ
り
即
し
た
、
中

世
以
来
の
ユ
ニ
ー
ク
な
「
神
仏
習
合

思
想
」
の
有
り
様
が
明
ら
か
に
さ
れ

つ
つ
あ
る
こ
と
が
紹
介
さ
れ
た
。
続

い
て
、
麗
澤
大
学
の
岩
澤
知
子
教

授
は
、「
中
世
の
諏
訪
大
社
に
お
け

る
神
と
仏
の
融
合
」
と
題
し
て
発

表
。
御
柱
祭
で
知
ら
れ
る
諏
訪
大
社

は
、
古
来
の
純
粋
な
自
然
信
仰
を
今

に
伝
え
る
よ
う
に
見
え
な
が
ら
、
実

は
中
世
に
、
古
来
の
カ
ミ
信
仰
と
真

言
密
教
と
を
融
合
し
た
「
諏
訪
流
神

道
」
と
呼
ば
れ
る
固
有
の
信
仰
形
態

を
生
み
出
し
、
そ
の
影
響
が
、
諏
訪

大
社
の
社
殿
の
構
造
や
儀
礼
に
残
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

ま
た
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
の
マ
ッ

ク
ス
・
モ
ー
マ
ン
教
授
は
、「
伊
勢

神
宮
に
お
け
る
隠
さ
れ
た
仏
教
信

仰
」
と
題
す
る
発
表
で
、
伊
勢
神
宮

と
そ
の
背
後
に
あ
る
朝
熊
山
（
金
剛

證
寺
）
と
の
密
接
な
神
仏
習
合
の
実

態
を
分
析
。
中
世
か
ら
近
世
に
か
け

て
伊
勢
の
内
宮
・
外
宮
の
神
官
た
ち

が
、
自
ら
の
死
後
の
祀
り
に
お
い
て
、

い
か
に
仏
教
と
深
く
関
わ
っ
た
か
を

明
ら
か
に
し
た
。
さ
ら
に
、
関
西
外

国
語
大
学
の
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
ケ
ニ
ー

教
授
は
、「
吉
田
梵
舜
の
生
涯
に
お

け
る
仏
教
と
神
道
」
と
題
す
る
発
表

で
、
吉
田
神
道
を
興
し
た
吉
田
家
に

連
な
る
僧
侶
・
梵
舜
が
遺
し
た
『
梵

舜
日
記
』
を
詳
細
に
読
み
解
き
な
が

ら
、
中
世
以
降
、「
神
道
」
の
確
立

を
企
図
し
た
は
ず
の
吉
田
家
が
、
仏

教
と
い
か
な
る
関
係
を
結
ん
で
い
た

の
か
を
論
じ
た
。

午
後
の
部
の
、
モ
ス
ク
ワ
市
立
大

学
の
ラ
ー
ダ
・
フ
ェ
デ
ィ
ア
ニ
ー
ナ

教
授
に
よ
る
「
天
台
僧
・
慈
円
に
お

け
る
神
の
概
念
」
と
題
す
る
発
表
は
、

天
台
僧
か
つ
歴
史
家
と
し
て
知
ら
れ

る
慈
円
を
取
り
上
げ
、『
愚
管
抄
』

を
初
め
と
す
る
様
々
な
作
品
を
分
析

し
な
が
ら
、
仏
教
僧
・
慈
円
が
説

く
、
中
世
的
「
カ
ミ
」
観
念
を
分
析

し
た
。
そ
れ
に
続
く
、
大
谷
大
学
の

ロ
バ
ー
ト
・
ロ
ー
ズ
教
授
は
、
午
前

の
部
か
ら
の
「
神
仏
習
合
思
想
」
を

肯
定
す
る
議
論
か
ら
一
転
し
て
、「
浄

土
真
宗
は
、
な
ぜ
神
道
の
カ
ミ
信
仰

を
否
定
す
る
の
か
」
と
題
す
る
発
表

を
展
開
。
親
鸞
が
興
し
た
浄
土
真
宗

が
、
神
道
の
カ
ミ
信
仰
を
徹
底
的
に

批
判
し
た
こ
と
を
紹
介
。
と
こ
ろ
が

興
味
深
い
こ
と
に
、
そ
の
親
鸞
の
教

義
と
は
裏
腹
に
、
浄
土
真
宗
を
信
仰

す
る
一
般
庶
民
た
ち
は
、
神
仏
習
合

の
習
慣
か
ら
な
か
な
か
離
れ
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
事
実
を
も

提
示
し
た
。
最
後
に
、
ベ
ル
リ
ン
自

由
大
学
の
マ
ー
カ
ス
・
ル
ー
シ
ュ
博

士
が
、「
浄
土
真
宗
派
・
錦
織
寺
に

存
在
す
る
神
社
」
と
題
す
る
発
表
で
、

ロ
ー
ズ
教
授
の
後
半
の
主
張
を
、
具

体
例
に
よ
っ
て
サ
ポ
ー
ト
す
る
議
論

を
展
開
。
浄
土
真
宗
派
寺
院
の
中
で

珍
し
く
、
神
社
の
併
設
が
観
察
さ
れ

る
滋
賀
県
の
錦
織
寺
に
着
目
し
、
教

義
に
反
し
て
、
民
衆
レ
ベ
ル
で
神
仏

習
合
を
実
践
す
る
に
い
た
っ
た
錦
織

寺
の
歴
史
を
分
析
し
た
。

昨
年
か
ら
今
年
に
か
け
て
の
神
道

国
際
学
会
の
三
つ
の
イ
ベ
ン
ト
「
Ｅ

Ａ
Ｓ
Ｒ
神
道
セ
ッ
シ
ョ
ン
・
ル
ー
ベ

ン
」「
第
17
回
国
際
神
道
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
」「
Ｅ
Ａ
Ｓ
Ｒ
神
道
セ
ッ
シ
ョ

ン
・
ベ
ル
ン
」
を
纏
め
た
書
籍
を
、

英
国
の
出
版
社
よ
り
２
０
１
９
年
に

出
版
予
定
。
乞
う
ご
期
待
！

欧
州
宗
教
学
会
で

２
度
目
の
神
道
セ
ッ
シ
ョ
ン
開
催

6
月
17
日
か
ら
21
日
ま
で
、
ス
イ
ス
の
首
都
ベ
ル
ン
に
あ
る
ベ
ル
ン
大
学
を
会
場
に
、
２
０
１
８
年
欧
州

宗
教
学
会
（
Ｅ
Ａ
Ｓ
Ｒ
）の
年
次
大
会
が
開
催
さ
れ
、
欧
州
を
中
心
に
世
界
各
国
か
ら
５
０
０
人
を
超
え
る

学
者
た
ち
が
集
ま
っ
た
。
神
道
国
際
学
会
で
は
、
昨
年
の
ベ
ル
ギ
ー
大
会
に
続
き
、
２
度
目
の「
神
道
セ
ッ

シ
ョ
ン
」を
こ
の
Ｅ
Ａ
Ｓ
Ｒ
で
企
画
・
開
催
し
、
マ
イ
ケ
ル
・
パ
イ
会
長
を
議
長
と
す
る
８
人
の
学
者
に
よ

る
熱
い
セ
ッ
シ
ョ
ン「
日
本
に
お
け
る
宗
教
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
多
様
性
」を
展
開
し
た
。

ISSAパネル発表の講師陣

ISSAパネル発表風景

ベルン旧市街風景
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密
教
儀
礼
と
龍
、宝
珠
、神
道

一
昨
年
、
真
言
密
教
の
歴
史
的
な

展
開
、
と
く
に
中
世
に
お
け
る
密
教

儀
礼
の
深
奥
を
探
っ
た
著
書
を
刊
行
。

現
在
は
、
そ
の
成
果
を
踏
ま
え
て
、

中
世
の
密
教
と
神
道
の
関
係
に
つ
い

て
分
析
を
進
め
て
い
る
。

５
０
０
ペ
ー
ジ
に
及
ぶ
そ
の
意
欲

的
な
大
著
は
『
祈
雨
・
宝
珠
・
龍
：

中
世
真
言
密
教
の
深
層
』。
雨
乞
い

儀
礼
に
紙
数
を
割
き
、
そ
の
背
景
に

成
立
し
た
「
龍
」
へ
の
信
仰
や
、
複

雑
に
関
わ
る
仏
舎
利
、
宝
珠
へ
の
信

仰
展
開
も
絡
め
て
論
じ
た
。

同
書
の
執
筆
を
経
る
こ
と
で
、「
中

世
の
密
教
儀
礼
に
と
っ
て
、
他
の
信

仰
な
ど
宗
教
的
諸
相
は
ど
う
見
え
て

い
た
か
─
と
い
っ
た
新
た
な
課
題
が

現
れ
て
き
た
」
と
言
う
。

中
世
神
道
で
も
龍
や
蛇
の
信
仰
は

し
ば
し
ば
強
調
さ
れ
る
。
し
か
し
今

後
は
、「
新
た
な
視
点
か
ら
の
密
教

と
神
道
と
の
関
係
の
〝
捉
え
直
し
〟

を
提
供
し
て
い
き
た
い
」
と
話
す
。

「
米
粒
」の
イ
メ
ー
ジ
か
ら

そ
の「
新
た
な
視
点
」と
し
て
、「
神

道
灌
頂
」「
十
種
神
宝
」「
米
粒
」
の

三
つ
を
挙
げ
る
。

「
密
教
的
に
師
匠
か
ら
弟
子
へ
と
灌

頂
儀
礼
で
伝
え
た
も
の
で
す
が
、
そ

れ
は
中
世
に
理
解
さ
れ
て
い
た
神
道

の
エ
キ
ス
で
あ
る
こ
と
も
多
か
っ
た
。

つ
ま
り
『
神
道
灌
頂
』
だ
っ
た
」

そ
の
神
道
灌
頂
に
も
関
わ
る
が
、

「
十
種
神
宝
」
と
い
う
宝
物
も
注
目

さ
れ
る
と
い
う
。「
た
ぶ
ん
お
坊
さ

ん
だ
と
考
え
ら
れ
る
人
物
が
、
仏
教

的
な
宝
珠
か
ら
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
受
け
て
、
十
種
神
宝
の
ユ
ニ
ー

ク
な
図
像
を
描
い
て
い
ま
す
」。

そ
し
て
「
米
粒
」。
中
世
の
宝
珠

の
図
画
に
は
、
米
（
籾
）
か
ら
イ
マ

ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
受
け
た
と
思
わ
れ

る
も
の
が
あ
る
と
い
う
。「
神
道
的

な
宝
珠
の
背
景
に
は
、
仏
教
の
玉
の

影
響
だ
け
で
な
く
、『
米
粒
』
の
生

物
学
的
な
イ
メ
ー
ジ
が
潜
ん
で
い
る

と
、
私
は
考
え
て
い
ま
す
。
米
は
神

道
と
不
可
分
の
も
の
で
す
か
ら
ね
」

こ
う
し
た
密
教
と
神
道
の
混
交
し

た
実
態
へ
の
論
考
は
、
近
々
、
論
文

な
ど
で
発
表
す
る
計
画
だ
と
い
う
。

ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
か
ら
理
論
へ

ベ
ル
ギ
ー
出
身
。
ゲ
ン
ト
大
学
で

修
士
を
修
め
た
。
教
授
か
ら
護
摩
供

養
を
教
え
ら
れ
、
日
本
密
教
に
関
心

を
抱
い
た
の
が
発
端
。「
金
剛
頂
瑜

伽
護
摩
儀
軌
」
と
い
う
漢
文
テ
キ
ス

ト
を
分
析
し
、
論
文
を
仕
上
げ
た
。

続
い
て
京
都
大
学
大
学
院
に
進
学
。

学
者
と
し
て
の
態
度
も
同
時
に
叩

き
込
ま
れ
た
。「
浅
い
考
察
で
な
く
、

よ
く
よ
く
考
え
て
批
判
的
に
検
証
す

る
。
実
証
的
な
研
究
が
要
求
さ
れ
る

と
い
う
こ
と
で
す
ね
」。
京
大
で
修

士
・
博
士
を
得
た
が
、「
ま
だ
『
論
』

を
手
に
し
た
と
は
思
え
な
か
っ
た
。

論
と
知
識
は
違
い
ま
す
。
何
を
論
じ

る
か
。
独
創
的
な
論
か
ら
は
遠
か
っ

た
」
と
、
自
己
に
厳
し
く
振
り
返
る
。

そ
の
後
、「
何
か
が
見
え
て
き

た
」
と
の
思
い
と
と
も
に
論
じ
た
の

が
、こ
の
た
び
の
著
書
。「
と
は
い
え
、

こ
の
本
も
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
の
一
つ

に
過
ぎ
な
い
」
と
言
う
。「
で
も
そ

れ
は
大
切
な
こ
と
。
膨
大
な
テ
キ
ス

ト
を
文
献
学
的
に
実
証
し
、
ケ
ー
ス

ス
タ
デ
ィ
を
積
み
重
ね
る
。
結
果
と

し
て
、
い
つ
か
大
き
な
理
論
が
出
て

く
る
。
つ
ま
り
、
私
の
研
究
ス
タ
ン

ス
は
帰
納
法
な
の
で
す
」。

中
世
密
教
と
神
道
の
関
係
を
捉
え
直
す

話
題
の
こ
の
人

ス
ティ
ー
ブ
ン・ト
レ
ン
ソ
ン
博
士

早
稲
田
大
学
国
際
教
養
学
部
准
教
授

東京都港区の六本木にそびえるビル群と高速道路
の間に隠された空間。そこに出雲大社東京分祠を見
つけることができます。それは、島根県の出雲大社
からはるかに離れおり、鉄とコンクリートの社殿で
はありますが、ここでも大

おお

国
くに

主
ぬしの

大
おお

神
かみ

が祀られてい
ます。東京全域から多くの人々が電車・バス・自家
用車でやって来ます。また、この神社は「東京で見
るべきものリスト」のひとつに挙げられているので、
外国人観光客も見られます。しかし、おそらく彼ら
は、島根県の出雲大社のような伝統的木造建築では
ないということに失望してしまうかもしれません。
しかし、ここには出雲大社と同様の儀式や習慣があ
ります。ですから、この神社を訪れるために、あな
たがあたかも2階に上がるかのように階段を登らな
ければならないとしても、決して気にしないでくだ

とつの名前に反映されています。これは、日本全国
に何千人もの氏子がいる大

おお

社
やしろ

教
きょう

として知られる神
道教派の典型的な儀式です。特に興味深いのは、通
常の一度きりしか行われない地鎮祭と違って、出雲
屋敷地鎮祭は毎年のように繰り返し行われることで
す。それによって、氏子は幅広い宗教コミュニティ
として結束するのです。
多様な教えを「神道」として広めることを禁ずる

という明治政府の政策により、各宗派に「管長」を
置くことが命じられ、その結果、最初の管長となっ
た千家尊福（第80代出雲国造・出雲大社宮司）に
よって大社教は明治15年に設立されました。そし
て、政治的に画一化が進められていく時代にあって、
大社教は神道の伝統的な多様性を持続していくこと
に大きな役割を果たしていったのです。

神社巡り⑪

出雲大社東京分祠
●東京都港区六本木７丁目18-5

さい！
私は2018年3月17日にこの神社を訪れましたが、

これは神語奉書浄書会として知られる子どもたち
のための特別な活動の期間でした。今年は、3月15
日、3月17日、3月18日、3月21日と4月1日に行われ、
招かれた子供たちは、特別な書道（浄書）のために、
自分自身の筆、あるいは筆ペンを持って参加します。
書上げたものは奉書として神に捧げるのです。
浄書の文言は、神語（神の言葉）と呼ばれ、8文

字で構成され、次の通りです。

幸魂　奇魂（さきみたま　くしみたま）
　／豊かな精神　神秘の精神
守給　幸給（まもりたまひ　さきはへたまへ）
　／お守りください　豊穣をお与えください

この祈りは、古来より、出雲大社で受け継がれて
きました。東京分祠では、「心を浄化し、内的な力
を与え、日々を楽しく過ごすための祈り」として説
明されています。
これとは別に、この神社では、出雲大社が有名な

縁結び、そして家内安全、商売繁盛、厄除け、交通
安全、旅の安全、心願成就、合格祈願、心身健全、
病気平癒などの様々な一般的な祈祷も行っています。
そして、このような請願に加えて、お宮参り、七五三、
結婚式などの個人儀式のための祈祷も行っています。
これらの請願というのは、多くの神社に共通の特

徴ですが、大社教特有の儀式もあります。出雲屋敷
地鎮祭がそれです。この儀式では、方位の凶相から
家族を守るために、人気のある神である大黒さまが、
人々と同じ屋敷に住むように招かれるのです。この
大黒さまの役割は、大

おお

地
こと

主
ぬしの

神
かみ

という古来のもうひ

マールブルク大学名誉教授
マイケル・パイ

階段の先に拝殿を仰ぐ

ビルの間に鎮
座する出雲大
社東京分祠

5



　4 年に 1 度、世界中が熱狂するサッカーの祭
典 FIFA ワールドカップ大会がロシアで開催
されている…。と書くと、読者の中には、「日
本代表チームのエンブレムが神武天皇を大和ま
で導いた熊野の八咫烏…」と思われた方も居る
であろうが、この『神道 DNA』で私がそんな
陳腐な話を書くはずがない。
　そこで、神道国際学会の目的のひとつ「日本
文化のエッセンスである神道を国際社会に正し
く伝える」ということを考える際に直面するで
あろう困難を予見するために、世界中の誰もが
知っているサッカーというスポーツを実例とし
て論考を進める。
　江戸中期の国学の勃興以来、神道界では長年

「言挙げしない」という態度が美徳とされてき
た。おそらく、「新興の学問」を構築しようと
目論んだ国学者たちが、すでに精緻な訓詁学の
方法論等が確立され、江戸時代の学問の主流で
あった儒学者たちに対抗するため、儒学者の学
問的研鑽を「漢

から

意
ごころ

」と貶め、学問体系としての
自らの未熟さを「やまとごころ」として正当化
しようとした辺りは、千年の神学的営みの積み

重ねがあった欧州のカトリック神学に対抗して、
新興国アメリカの神学者が提唱した「反理性主
義」と相通じるものがある。
　インターネットを通じて、地球の裏側に居る
会ったこともない人とも意見を戦わせることが
できるようになった現代…、企業や大学といっ
た組織はいうまでもなく、たとえ一国の指導者
であったとしても、その発言や一挙手一投足が
瞬時に世界中から批判され、揶揄されるように
なった現代社会において、その人物（団体や国
家）の価値は、ほとんど「言挙げ能力」の大小
によって決まると言っても過言ではない。
　正直言って、私はサッカーというスポーツが
好きになれない。その最大の理由は、相手選手
と接触プレイをした選手がわざと派手に転倒し
て「大仰に痛そうな顔をして、私こそが被害者
である」というふうに審

㆑フェリー

判にアピールするから
である。また、審判もそのアピールを受け入れ
て笛

ホイッスル

を吹き、倒された（＝自分から倒れた）選
手にフリーキックを与えることが多い。しかし、
その大半が「演技」であることは、もし審判が
笛を吹かなかったら、傷ついて倒れたはずの選

手がサッと起き上がって、走って自分のポジ
ションに戻って行くことからも明白である。
　他にも、接触プレイの際に相手選手のシャツ
やパンツを引っ張って、敵のプレイの邪魔をす
るのが日常茶飯であるけれど、これも、もし本
当にシャツやパンツを引っ張られることを避け
たいのであれば、スピードスケートの選手のよ
うな身体にピッチリとフィットしたユニフォー
ムにすれば、そのような卑怯な行為は簡単に防
げるはずである。にもかかわらずそうなってい
ないということは、サッカーというスポーツは、
相手の服を引っ張って妨害したり、自分の受け
た「被害」を過大に申告することが「推奨され」
ている。換言すれば「卑怯な選手が良い選手」
という価値観のもとに行われているスポーツで
ある。
　そして、キリスト教が文化的背景にある欧米
諸国はもとより、イスラム教が文化的背景にあ
る中東やアフリカ諸国においても、また、仏教
や儒教や道教が文化的背景にあるアジア諸国に
おいても、サッカーが最も人気のあるスポーツ
であるということは、「（自分こそが被害者だ
と）派手に言挙げする能力こそ大事である」と
考える人々が人類社会の大半であるということ
であり、国際社会において日本人が不当に悪者
にされないためにも、ドンドン言挙げしてゆく
ことこそ重要である。

金光教泉尾教会 総長／（株）レルネット代表　三宅善信
 『サッカーと神道』
連載 神道ＤＮＡ

マイケル・パイ （マールブルク大学名誉教授）❻

東京都慰霊堂

シリーズ第6弾は、東京の震災記念堂の絵葉
書です。震災記念堂は、	1923年（大正12年）
の関東大震災で死亡したすべての人々の慰霊の
ために、1930年（昭和5年）に建てられまし
た。そして、葉書の裏側には、「はがき」では
なく「はかき」という言葉が印刷されているの
で、1933年以前に印刷されたことがわかりま
す。つまり、記念堂が建てられてまもなくこの
絵葉書が作られたのだとわかります。
この建物は、東京の地下鉄両国駅から数分の
ところにある横綱町公園のメインの建物です。
この場所には、1923年9月1日に発生した地震
の直後、数千人の人々が避難していましたが、
街を覆い尽くした巨大な火災によって焼死して
しまったのです。
記念堂の建築家は、記念碑的建築物のデザイ
ナーとして非常によく知られていた伊東忠太
（1867︲1954）でした。市民の記念碑として
建てられた、ホールあるいは「寺院」と呼べる
この建物は、八幡神社スタイルのがっしりとし
た正面部分と、仏教スタイルの三重の塔を後方
に持ち合わせています。神仏が公式に分離され

ていた時代にあって、このような神道と仏教の
伝統を併せて強く示す建築がなされたのです。
葉書に見られる“commemoration	temple	（記念
寺）”	という英語の表現は、少なくとも一般的な
意味で、それが宗教的な建物だと考えられてい
たことを示しています。
ここには関東大震災の絵画だけでなく、
1945年の東京大空襲による大惨事の写真が飾
られています。空襲で建物自体も破壊されまし
たが、1951年に同じ形で再建されて、空襲の
犠牲者もここに奉安され、名前は東京都慰霊堂
に変更されました。近年、季節の花に覆われた
屋外記念碑が建てられ、ここに奉安される人の

総数は163,000人であると言われていますが、
死亡者の数字は正確ではないでしょう。
メインホールには、グループ用の座席があり、
花やその他の奉納品の祭壇に面しています。ま
た、多くの神社仏閣のように、賽銭箱もありま
す。私的な祈りの形式は規定されていませんが、
祈りの動機は、建物の名前が示すように、亡く
なった人々の霊を慰めることです。後方の塔の
1階は納骨堂となっています。
例年3月10日と9月1日に、それぞれ様々な
宗派の仏教僧侶による慰霊大法要が行われてい
ます。

Tokyo Hall for the Repose of Spirits
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神道国際学会理事であり、カルフォルニア大学サンタバーバラ校教授の
Fabio Rambelli氏 が2018年 に 編 集 し た『The Sea and the Sacred in Japan: 
Aspects of Maritime Religion』は日本宗教学を発達させるために必要な本とな
るであろう。なぜなら、日本宗教の言説に関する解釈は「内陸的」考察が主に
行われ、「海」からの展望を重視しない傾向があるが、この本では、このような
分析の逆からのアプローチの重要性が説かれているためである。

序論でRambelli氏は、日本の宗教学において「内陸的」考察が重要視される原
因に触れている。その一つは、古代神話に現れる天皇と関わりのある神々が高
天原から日本列島へ降りて来たことに由来し、このことから日本の宗教は垂直
性を示し、内陸の農業や山に基づいていると考えられ、「海」の大事な役割が見
逃された点である。また、宗教学者の折口信夫（1887‒1953）は、海から来る福
の神を意味する「マレビト」と、海の底にある聖域を意味する「常世」の研究を
したが、彼の理論は柳田國男（1875‒1962）のそれと相反し、結局柳田の内陸的
要因と稲作文化に基づいた日本宗教の解釈が最も有力なものとなった。本書の
中でAllan G. Grapard氏は、海信仰の特徴である「流動性」を解釈の模範として
定義し、この概念により日本宗教に重要な神と仏の習合性、信仰の論理、儀礼
の構造をさらに理解することが可能性であると述べている。

本文は四つの章に分かれている。
①「海に関する古代神話、儀礼とその解釈」は、『古事記』と『日本書紀』の海

の描写と大嘗祭の関係（Mark Teeuwen氏）、海の神饌とその儀礼（佐藤眞人氏）、
伊豆島から来た占い師による祓いの儀礼（Jane Alaszewska氏）、近世の沖ノ島
の海信仰と現代のUNESCOによる島の世界遺産認定（Lindsey E. DeWitt氏）で
ある。

The Sea and the Sacred in Japan: 
Aspects of Maritime Religion
Fabio Rambelli［編集］
Bloomsbury USA Academic、2018年7月12日刊、288ページ、ISBN978-1-35006085-6、本体US$136.00

評／Andrea Castiglioni（University of California, Santa Barbara）

②「海の神と信仰」は、島根県の美保神社で
行われる恵比寿への楽器の供え（大内典氏）、
神功皇后信仰と海の神信仰の伝説（Emily B. 
Simpson氏）、日本と中国、韓国の媒介装置とし
ての新羅明神信仰と海の関係（Sujung Kim氏）、
戦争の神としての八幡信仰と倭寇に祀られた神（Bernhard Scheid氏）、修験道
における修行の実践に与えた山と海の影響（Gaynor Sekimori氏）である。

③「グローバル・オーシャンにある仏教と日本」は、大陸からの伝播時に海を
渡った仏教に関する縁起とその地域的展開（阿部泰郎氏）、中世日本社会のイ
メージする海の向こうにある国（伊藤聡氏）、前近代日本の仏教の宇宙論と西
洋の地図製作法が相互に与えた影響による海の概念の変化（D. Max Moerman
氏）である。

④「解釈論」は、宇宙の起源として考えられた海に関する中世神話のテキス
ト分析（金沢英之氏）、折口信夫の海信仰論にあるマレビトと結びの神の役割（斎
藤英喜氏）、大祓えの儀礼、宝船信仰、漁師社会における船霊信仰の関連性（Fabio 
Rambelli氏）である。

この本は、読者に日本宗教と海の関係を再発見させ、また記号と意味の移動
装置としての海の概念を再考させる。日本宗教を考える時に存在するコンセプ
トとして、キヨメとケガレ、近距離と遠距離、内と外のような「反対性」だけ
ではなく、相反する要素を互いに取り込む「流動性」の重要性を示す。この本
の価値は、今まで日本宗教を解釈するために使われた範疇を考え直し、幅広い
研究の方向と新たな解釈の可能性を伝えるものである。

書  評

平
安
神
宮
で
神
道
史
学
会
大
会
開
催

家
を
除
く
諸
大
名
と
の
交
流
が
厳
し

く
禁
じ
ら
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
て
い

る
江
戸
時
代
に
お
い
て
も
、
天
子
の

代
替
わ
り
（
即
位
礼
）
に
際
し
て
は
、

将
軍
家
や
御
三
家
は
も
と
よ
り
全
国

の
諸
大
名
家
か
ら
、
そ
の
家
格
や
石

高
の
応
じ
て
多
く
の
金
品
が
献
上
さ

れ
て
い
た
が
、
こ
と
大
嘗
祭
に
関
し

て
だ
け
は
、「
天
子
の
秘
蹟
」
と
し
て
、

将
軍
家
以
外
に
は
、
そ
の
運
営
に
関

わ
る
こ
と
は
お
ろ
か
、
そ
の
存
在
さ

え
隠
し
て
い
た
が
、
実
際
に
は
、
長

年
に
わ
た
る
平
穏
な
時
代
と
公
家
の

経
済
的
困
窮
に
起
因
す
る
宮
家
や
摂

関
家
・
清
華
家
と
諸
大
名
家
と
の
婚

姻
や
養
子
縁
組
等
を
通
じ
て
、
個
別

に
皇
室
の
情
報
を
得
て
お
り
、
大
嘗

祭
に
関
す
る
書
物
も
数
多
く
諸
藩
に

伝
わ
っ
て
い
た
。
そ
れ
ら
の
こ
と
が
、

幕
末
期
の
尊
皇
思
想
の
盛
り
上
が
り

に
一
役
買
っ
た
と
分
析
し
た
。

最
後
に
、
阪
本
是
丸
國
學
院
大
学

教
授
に
よ
る
『
明
治
維
新
と
神
道
の

変
革
』
と
題
す
る
熱
の
こ
も
っ
た
記

念
講
演
が
行
わ
れ
た
。

日
本
が
近
代
国
民
国
家
へ
と
脱
皮

し
た
１
５
０
年
前
の
明
治
維
新
が
も

た
ら
せ
た
神
道
の
変
革
を
あ
ら
た
め

て
捉
え
直
し
、
２
０
０
年
ぶ
り
に
行

わ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
「
譲
位
」
に

伴
う
諸
儀
礼
の
今
日
的
意
味
、
さ
ら

に
は
、
わ
れ
わ
れ
が
初
め
て
体
験
す

る
「
上
皇
」
の
も
た
ら
す
影
響
な
ど
、

激
動
す
る
国
際
情
勢
の
中
で
、
日
本

人
が
日
本
人
た
る
所
以
に
つ
い
て
考

え
さ
せ
ら
れ
る
平
成
30
年
度
の
神
道

史
学
会
で
あ
っ
た
。

露
し
た
が
、
中
で
も
佐
野
真
人
皇
學

館
大
学
助
教
に
よ
る
『
譲
位
の
儀
に

お
け
る
剣
璽
の
渡
御
に
つ
い
て
─
平

安
時
代
の
事
例
を
中
心
に
─
』
と
、

江
頭
慶
宣
龍
造
寺
八
幡
宮
禰
宜
に
よ

る
『
地
方
大
名
と
即
位
式
・
大
嘗
祭

─
佐
賀
藩
の
事
蹟
を
主
に
─
』
が
注

目
を
集
め
た
。

佐
野
氏
は
、
い
わ
ゆ
る
「
三
種
の

神
器
」
が
皇
位
の
象
徴
と
な
っ
た
平

安
時
代
、
当
初
は
、
先
帝
の
崩
御
か

ら
新
帝
へ
の
践
祚
に
伴
う
即
位
の
礼

に
お
い
て
、
剣
璽
の
渡
御
は
昼
間
の

儀
式
と
し
て
執
行
さ
れ
た
の
に
対
し
、

神
鏡
は
そ
の
宗
教
性
ゆ
え
、
伊
勢
の

神
宮
の
遷
御
の
儀
同
様
、
夜
間
に
渡

御
さ
れ
て
い
た
も
の
が
、
院
政
が
一

般
的
に
な
っ
た
平
安
時
代
後
期
に
は
、

剣
璽
を
伴
っ
た
天
皇
に
よ
る
皇
太
子

へ
の
「
譲
位
」
の
宣
命
と
先
帝
の
高

御
座
か
ら
の
退
出
か
ら
新
帝
の
登
極

と
摂
関
諸
大
臣
以
下
、
百
官
へ
の
謁

見
。
さ
ら
に
は
、「
幼
帝
」
が
続
出

し
た
時
代
に
は
、
譲
位
の
儀
式
そ
の

も
の
に
「
主
役
」
で
あ
る
新
帝
が
出

席
せ
ず
、
剣
璽
を
摂
関
（
大
臣
）
が

先
帝
の
も
と
か
ら
新
帝
の
御
座
所
へ

届
け
る
な
ど
、
儀
式
が
長
時
間
化
し
、

つ
い
に
は
、
剣
璽
の
渡
御
も
神
鏡
の

渡
御
同
様
に
夜
間
に
行
わ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
詳
し

く
説
明
し
た
。

ま
た
、
江
頭
氏
は
、
一
般
的
に
は

『
禁
中
並
公
家
諸
法
度
』
に
よ
っ
て
、

天
子
は
も
と
よ
り
公
家
と
徳
川
将
軍

６
月
３
日
、
平
安
神
宮
の
記
念
殿

ホ
ー
ル
に
お
い
て
第
64
回
神
道
史
学

会
大
会
が
開
催
さ
れ
、
代
表
の
清
水

潔
皇
學
館
大
学
学
長
を
は
じ
め
、
國

學
院
大
学
や
皇
學
館
大
学
の
院
生
を

中
心
に
若
手
の
研
究
者
約
80
名
が
参

加
し
た
。
本
学
会
か
ら
は
三
宅
善
信

理
事
長
が
出
席
し
た
。
学
術
大
会
に

先
立
つ
６
月
２
日
、
平
安
神
宮
へ
の

正
式
参
拝
や
宝
物
館
の
拝
観
、
明
治

維
新
関
連
史
跡
等
の
見
学
が
行
わ
れ
、

夕
方
に
は
、
平
安
神
宮
会
館
で
懇
親

会
が
催
さ
れ
た
。

今
年
は
、
明
治
維
新
か
ら
数
え
て

１
５
０
年
、
ま
た
来
春
に
は
２
０
０

年
ぶ
り
と
な
る
「
譲
位
」
が
予
定
さ

れ
て
い
る
な
ど
、
即
位
式
や
大
嘗
祭

な
ど
の
宮
中
儀
礼
や
国
家
権
力
と
神

道
と
の
関
係
が
あ
ら
た
め
て
注
目
さ

れ
る
中
で
の
神
道
史
学
会
大
会
と
な

り
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
外
国
人
観
光

客
と
６
月
の
大
安
で
日
曜
日
と
い
う

結
婚
式
の
集
中
日
で
賑
わ
う
平
安
神

宮
で
の
学
術
大
会
は
、
神
道
界
以
外

の
人
々
か
ら
も
関
心
を
抱
か
れ
た
。

学
術
大
会
で
は
９
名
の
若
手
研
究

者
が
次
々
と
日
頃
の
研
究
成
果
を
披

平安神宮の記念殿で開催され
た第64回神道史学会大会の
様子
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ち
ょ
う
ど
一
年
前
の
神
道
フ
ォ
ー
ラ
ム
55

号
（
平
成
29
年
８
月
１
日
発
行
）
で
海
と

神
道
の
関
わ
り
に
つ
い
て
取
り
上
げ
る
記

事
を
掲
載
い
た
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
本

会
で
は
本
年
３
月
の
社
員
総
会
時
に
国
際

神
道
セ
ミ
ナ
ー
『
海
と
神
道
』
を
開
催
し
、

今
号
で
は
そ
の
報
告
記
事
を
掲
載
し
て
お

り
ま
す
。
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
55

号
を
取
り
出
し
て
、
そ
の
内
容
を
振
り

返
っ
て
い
た
だ
け
ま
す
と
幸
い
で
ご
ざ
い

ま
す
。
今
号
で
も
、
お
馴
染
み
の
連
載
記

事
、
そ
し
て
各
行
事
の
報
告
記
事
等
、
ご

興
味
を
も
っ
て
、
ご
一
読
い
た
だ
け
ま
す

こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。
な
お
、
神
道

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
は
、
本

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
ご
覧
い
た
だ
く
こ

と
も
で
き
ま
す
。
ま
た
、
毎
号
の
テ
ー
マ

カ
ラ
ー
の
選
定
に
も
頭
を
悩
ま
せ
て
い
る

編
集
部
で
す
が
、
今
号
で
は
、
さ
わ
や
か

な
緑
を
採
用
い
た
し
ま
し
た
。
暑
い
夏
の

日
々
に
、
わ
ず
か
で
も
涼
を
お
届
け
で
き

れ
ば
と
存
じ
ま
す
。

編
集
後
記

三
宅
善
信
理
事
長

１
月
18
日　

来
日
し
た
ノ
ー
ベ
ル
平

和
賞
受
賞
者
の
ベ
ア
ト
リ
ス
・
フ
ィ

ン
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ
事
務
局
長
と
会
談
。

１
月
27
日　

大
阪
ユ
ネ
ス
コ
協
会
70

周
年
記
念
式
典
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に

列
席
。

２
月
14
日　

核
兵
器
禁
止
条
約
締
約

交
渉
に
つ
い
て
、
前
外
相
の
岸
田
文

雄
自
民
党
政
調
会
長
と
会
談
。

２
月
19
～
24
日　

ジ
ョ
ー
ジ
ワ
シ
ン

ト
ン
大
学
を
視
察
。

３
月
９
日　

天
理
大
学
で
開
催
さ
れ

た
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
平
和
大
学
講
座
で
主
催

者
を
代
表
し
て
挨
拶
を
行
う
。

４
月
９
～
14
日　

オ
ラ
ン
ダ
で
開
催

さ
れ
た
Ｉ
Ａ
Ｒ
Ｆ
国
際
評
議
員
会
に

出
席
。

４
月
19
日　

産
経
新
聞
副
社
長
を
講

ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー･

ベ
ネ
ッ
ト
理
事

書
籍

Japan: T
he U

ltim
ate Sam

urai 
Survival Guide, T

uttle, 2018
BU

D
O

 Japanese M
artial A

rts, 
N

ikko Graphic A
rts, 2018

（
２
０
１
８
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

ブ
ッ
ク
ア
ワ
ー
ド
／
多
文
化
ノ
ン
フ
ィ

ク
シ
ョ
ン
部
門　

最
優
秀
賞
受
賞
）

師
に
招
い
て
開
催
さ
れ
た
国
連
午
餐

会
で
、
関
西
国
連
協
会
理
事
長
代
行

と
し
て
挨
拶
を
行
う
。

マ
ー
ク・テ
ー
ウ
ェ
ン
理
事

６
月
12
日　

芳
村
正
徳
常
任
理
事
が

会
長
を
務
め
、
三
宅
善
信
理
事
長
が

事
務
局
長
を
務
め
る
国
際
宗
教
同
志

会
の
例
会
で
、
記
念
講
演
を
行
う
。

『
日
本
人
は
な
ぜ
外
国
人
に
「
神
道
」を

説
明
で
き
な
い
の
か
』

山
村
明
義
、
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
ズ
、
２
０

１
８
年
、
８
１
５
円（
税
別
）

『
宗
教
と
資
本
主
義
・
国
家
』

池
上 

彰
／
佐
藤 

優
／
松
岡
正
剛
／
碧

海
寿
広
／
若
松
英
輔
、
Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ

Ｗ
Ａ
、
２
０
１
８
年
、
１
６
０
０
円（
税

別
）

『「
神
国
」日
本　

記
紀
か
ら
中
世
、
そ

し
て
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
へ
』

佐
藤
弘
夫
、
講
談
社
、
２
０
１
８
年
、

９
４
０
円（
税
別
）

『
人
を
楽
に
し
て
く
れ
る
国
・
日
本
～
韓

国
人
に
よ
る
日
韓
比
較
論
』

シ
ン
シ
ア
リ
ー
、
扶
桑
社
、
２
０
１
８

年
、
１
４
０
０
円（
税
別
）

『
満
州
天
理
村「
生
琉
里
」の
記
憶
：
天
理

教
と
七
三
一
部
隊
』

T
sujim

oto,A
im

ee

、
え
に
し
書
房
、

２
０
１
８
年
、
２
０
０
０
円（
税
別
）

『
神
道
新
論

─
日
本
の
言
葉
か
ら
明

治
維
新
百
五
十
年
を
考
え
る
』

河
村
央
也
、
作
品
社
、
２
０
１
８
年
、

１
６
０
０
円（
税
別
）

『
古
代
神
宝
の
謎

─
神
々
の
秘
宝
が

語
る
日
本
人
の
信
仰
の
源
流
』

古
川
順
弘
、
二
見
書
房
、
２
０
１
８
年
、

１
６
０
０
円（
税
別
）

理
事
の
業
績
・
研
究
報
告

５
月
23
日
、
本
学
会
の
設
立
発
起
人
で
あ
る
大
崎
直
忠
前
理
事
長
が
帰

幽
さ
れ
た
。
享
年
85
。
30
代
半
ば
の
若
造
だ
っ
た
私
が
理
事
の
末
席
に
加

え
て
い
た
だ
い
た
際
、
山
折
哲
雄
先
生
や
米
山
俊
直
先
生
と
い
っ
た
学
会

の
泰
斗
の
先
生
方
と
親
し
く
ご
高
誼
を
賜
る
機
会
を
得
た
こ
と
以
上
に
、

国
際
ビ
ジ
ネ
ス
の
世
界
で
活
躍
を
さ
れ
て
い
る
大
崎
直
忠
氏
の
よ
う
な
人

が
常
任
理
事
と
し
て
、
と
か
く
重
箱
の
隅
を
突
い
た
よ
う
な
議
論
に
終
始

し
が
ち
な
こ
の
種
の
学
会
に
、
ま
っ
た
く
違
っ
た
角
度
か
ら
光
を
当
て
て

く
だ
さ
っ
て
い
る
こ
と
に
感
銘
を
受
け
た
。

外
国
通
信
社
の
東
京
支
局
長
や
米
国
コ
カ
コ
ー
ラ
本
社
の
広
報
部
長
と

い
っ
た
ユ
ニ
ー
ク
な
経
歴
で
培
わ
れ
た
大
崎
氏
の
卓
越
し
た
マ
ネ
ー
ジ
メ

ン
ト
能
力
は
、
梅
田
善
美
初
代
理
事
長
亡
き
後
の
難
し
い
時
代
に
、
２
代

目
理
事
長
と
し
て
学
会
運
営
の
舵
取
り
を
し
て
く
だ
さ
り
、
現
体
制
に
繋

げ
て
く
だ
さ
っ
た
。
御
霊
の
安
心
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

大
崎
直
忠
前
理
事
長
を
偲
ん
で

神
道
国
際
学
会
理
事
長　

三
宅
善
信

ICAN（核兵器廃絶国際キャンペーン）のフィン事務局長と 天理大学で挨拶を行う

テーウェン理事を講師に国際宗教同志会例会開催
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